
 鮫川村では、現在ふくしま森林再生事業等の各種森林整備を進めている。

 令和４年度においては、今後の森林整備及び意向調査等に活用するための資料作成を実施した。

 村内の小中学校が森林環境学習の場としても利用している村景勝地である朝日山の登山道整備として老朽化した橋梁の修繕を実施した。

□ 事業内容
１ 森林計測解析業務

今後の森林整備等に活用するため、航空レーザー測量成果品を活用

し、詳細な地形図の作成を行った。

【事 業 費】５，１７０千円（全額譲与税）

【実 績】村内全域の詳細地形図の作成

２ 朝日山登山道整備業務

登山道の遊歩道整備に伴う老朽化した橋梁施設の修繕を行った。

【事 業 費】８８３千円（全額譲与税）

【実 績】登山道の橋梁７カ所

福島県 鮫川村（詳細地形図の作成及び公共施設における木材利用）木材利用・普及啓発

◇ 基礎データ

※１：「2020農林業センサス」より、※２：「R2国勢調査」より

①令和４年度譲与額：18,496千円 ②私有林人工林面積（※１）：3.328ha

③林野率（※１）：76.2％ ④人口（※２）：3,049人 ⑤林業就業者数（※２）：545人

（事業２：朝日山登山道整備業務）（事業１：森林計測解析業務）

□ 取組の背景
１ 森林計測解析業務

森林再生事業を活用した森林整備に取り組んでおり、今後の森林整

備を円滑かつ効率的に執り行うため。

２ 朝日山登山道整備業務

小川に架かる橋が老朽化しており、周辺の森林環境の踏み荒らしが

懸念され、利用者にも危険が生じる恐れがあるため。

□ 工夫・留意した点
１ 森林計測解析業務

既存の航空レーザー測量による地形データを活用し、地形解

析を行った。

２ 朝日山登山道整備業務

森林管理者と協議の上、幅員の調整や景観に合わせたつくり

とした。

□ 取組の効果
１ 森林計測解析業務

詳細な地形の把握により現地踏査を正確かつ効率的に実施で

き、森林整備の計画立案資料をして活用した。

２ 朝日山登山道整備業務

周辺の森林環境を保全し、利用者の安全を確保できた。また、

県産木材の利用を図ることができた。


